
Aplio air とは？

迅速かつ適切な検査を支援し，医療の質と患者さん
のQOL（Quality of Life）向上に貢献致します。

キヤノンメディカルシステムズ㈱のAplio airは，

スマフォやタブレットなどの端末※にワイヤレス（Wi-Fi®）で接続。

端末にインストールした専用アプリから操作して超音波画像の観察が可能。

コンベックスとリニアの両方が使用可能なデュアルヘッドプローブを採用。

約70分駆動可能なバッテリーを搭載しながら，重さ約200ｇの軽量設計を実現。

頸動脈の内膜の厚み，膀胱容量などの自動計測機能や，
血流量計測などさまざまな計測にも対応。

いつでもどこでも高画質な超音波画像による質の
高い検査を行いたいというニーズに応えます。

院内はもとより院外への持ち運びも容易。



小型・軽量・ワイヤレスで簡単に持ち運ぶことができ，多様な検査ニーズ

に対応可能な携帯型超音波診断装置「Aplio air（アプリオ エアー）」



専用端末が不要でスマートフォンやタブレットを使って検査が可能
専用アプリをインストールすることで，スマートフォンやタブレットなどの端末で超音波画像
を観察することができる。専用端末が不要のため，ユーザー所有の端末を活用することもでき
る。



約70分駆動可能なバッテリーを搭載
約70分駆動可能な大容量バッテリーを内蔵しているため，電源が無い場所での検査
も安心して行える。また，充電はワイヤレス充電パッドに乗せるだけで充電するこ
とができる。



充実の計測機能
距離計測などの基本計測に加え，排尿ケアをサポートする自動膀胱計測機能や，パルスドプラを
使った血流量の計測，頸動脈の内膜の厚みをワンタッチで計測するAuto-IMT計測といった高級機で
培った応用計測に対応し，幅広い分野の検査をサポートする。
患部の記録や穿刺部位の確認が可能なアプリケーションApliCamに対応
スマートフォンやタブレットなどの端末に内蔵されたカメラで撮影した画像を超音波画像と一緒に
保存することができる。ApliCamは患部の写真と超音波画像を同一画面に表示出来るため，ボ
ディーマーク代わりや，患部の状態の記録にも役立つ。


